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【資料１】



１ AI（人工知能）とは ～従来AIと生成AI～

２ 自治体での生成AIの活用について① ～期待されていること～

３ 自治体での生成AIの活用について② ～注意するべきこと～

４ 本市のAI活用状況

５ 立川市生成AI導入および利活用ガイドライン① ～目次～

７ 今後の生成AIの利活用

８ 今後の取組み

目次

６ 立川市生成AI導入および利活用ガイドライン② ～ルール～
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⚫ 生成AI（Generative AI）は、学習した膨大なデータをもとに、新しい文章、

画像、音声などを自律的に「生成」する。例）ChatGPT、Gemini 

得意なこと：文章作成や要約、翻訳、アイデア出し、データ整理

苦手なこと：正確な事実確認、複雑な計算、最新情報の網羅

1. AI（人工知能）とは ～従来AIと生成AI～
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AI（人工知能）とは、人間の思考プロセスと同じような形で動作するプログラム、

あるいは人間が知的と感じる情報処理・技術という広い概念として理解される

⚫ 従来AI（予測AI／識別AIなど）は、特定のタスクについて、与えられたデータ

からルールやパターンに基づき、定められた範囲内で判断等を行う。



業務負担の大幅軽減

定型的な文章作成や長文要約、

リサーチにかかる時間を大幅に

削減し、深刻化する自治体の人

手不足や資源制約に対応します

。

コア業務への注力

AIが事務作業を肩代わりするこ

とで、市民との対話や複雑な政

策立案、教育現場での児童生徒

への対応など「人にしかできな

い」業務に注力できます。

行政品質の向上

多様な視点からのアイデア出し

や、構成のチェック機能を活用す

ることで、施策立案や広報など、

行政サービスの質を底上げします

。

2. 自治体での生成AIの活用について① ～期待されていること～
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情報漏洩リスク

AIの学習データとして利用され

る可能性があるため、個人情

報や機密情報は絶対に入力し

ないという運用ルールの徹底

が重要です。

ハルシネーション

生成AIは、もっともらしいウソ

（事実と異なる内容）を出力

することがあります。必ず人

間による最終確認（ファクト

チェック）が必要です。

権利侵害リスク

生成されたコンテンツが、他

者の著作権や商標権を侵害し

ていないか、公表や対外的な

利用の前に十分な確認を行う

必要があります。

3. 自治体での生成AIの活用について② ～注意するべきこと～
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4. 本市のAI活用状況

■ 保育園における入園判定（令和3年1月～）

■ 庁内会議における議事録作成（令和3年1月～）

■ 個別最適化学習に活用できるＡＩドリルの導入（令和8年度～）

■ 障害福祉分野におけるローカル生成AIを活用した実証実験（令和7年度）

■ 立川市生成AI導入および利活用ガイドラインの策定（令和8年4月）
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5. 立川市生成AI導入および利活用ガイドライン① ～目次～
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6. 立川市生成AI導入および利活用ガイドライン② ～ルール～
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7. 今後の生成AIの利活用

■ 汎用型（文章作成・アイデア出し等、さまざまな用途で利用できるＡＩ）

庁内ネットワーク再構築（令和９年１月）に合わせて、

生成AI「 Microsoft 365 Copilot Chat 」の利用を順次開始

※１ 令和８年７月から管理職向けの研修を開始

※２ 学校管理職（校長・副校長）・学校事務職員も利用可能

■ ナレッジ型（組織内に蓄積された文章・データを利用して回答・文章

作成するＡＩ）

令和９年度以降の本格的な導入を見据え、令和８年度は検討・試行期間
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【参考】DX推進計画（実施計画）①
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【参考】DX推進計画（実施計画）②
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